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平成 25 年度は、梅雨明けが平年に比べ 11 日早く、その後、35℃を超える猛暑日が続き、

農畜産物に大きな影響をおよぼしました。特に、野菜では生育不良や発芽障害、花きでは

高温障害や生育不良、果樹では肥大不足や品質低下、畜産では乳量低下や事故率の上昇等

が見られました。また、水稲においては、猛暑だけではなく農薬の感受性の低下等もあり、

トビイロウンカが多発し、作況指数 94と大きく収量低下を招きました。 

一方、県では、平成 24年 3 月に、「福岡県農業・農村振興基本計画」が、朝倉農林事務

所では、「筑後川中流域農業圏農業・農村振興基本計画」が策定され、目標達成に向けた取

り組みが本格化しました。また、25年度より、女性の視点を活かした農業経営発展支援事

業が創設され、女性の経営参画に向けた取り組みを行いました。 

普及指導センターの最大の使命は、普及指導員個々が現地に足繁く通い、ニーズや問題

点を掴み、これを農業者と一緒になって課題化し、その解決に向けた活動をすることです。 

この成果集は、平成 25年度に当センターが行った活動の一端を掲載したものです。まだ

まだ、成長発展の過程にある課題も多くありますが、農業者と普及指導員が課題を共有し、

地域や経営体を発展させようとする姿勢を感じていただければ幸いです。本誌が農業者の

技術・経営改善や関係機関の農業振興施策の糧となり、普及指導センターとのつながりが

これまで以上に促進されることを強く願うものであります。 

 

 

平成 26 年 3 月 

 

         朝倉農林事務所久留米普及指導センター長 末永 広樹 
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１ 販売意欲の向上と生産条件整備による耳納山麓地域園芸の活性化  
 

【対象の概況】 

○ＪＡにじ   部会名     部会員数    面積     販売額   

           カキ部会     574戸   460.0ha   1,459百万円  

       イチゴ部会     64戸    9.9ha    425百万円 

       イチジク部会    46戸    3.3ha     23百万円 

○耕作放棄地面積 うきは市(370ha) 久留米市田主丸町 (25ha)（農業委員会調べ） 

 

【課題化の背景】 

耳納山麓地域の基幹品目であるカキは単価の伸び悩みや生産者の減少、荒

廃園地の増加などの課題を抱え、産地として販売戦略の強化や荒廃園対策が

必要になっていました。一方でイチゴやトマト栽培でも部会員の高齢化など

により担い手の減少や空きハウスの発生などが課題となっていました。  

そこで、平成 23 年度から 25 年度にかけて、カキ生産者がマーケティング

活動を通して、産地課題を発見して解決していく取り組みや産地情報を消費

者に発信する取り組みを実施しました。また、規模拡大や労力不足解消のた

めに、周年稼働するパッケージセンターの設立や荒廃農地解消の取り組み等

生産条件の整備を行いました。  

 

【活動内容】 

１ 販売意欲の向上 

〇カキ部会青年部を中心に市場におけ

る他産地との競合や認知度について

調査分析を実施 

○福岡市在住の主婦と大学生を対象に

カキについてのグループインタビュ

ーを実施 

○ふくおかの農業応援団に配信される

メルマガでカキ産地の情報を発信 

（女性部によるカキに関するクイズ等） 

２ 生産条件の整備による園芸品目の生  

     産振興 

○パッケージセンターの設立と運営を

支援（いちじく、イチゴ） 

○カキの管理不足園の実態を把握 

○実施が可能と判断されるカキの管

理不足園について解消策を実践 

○関係機関と遊休施設・農地等、新規

参入者に関する情報を共有 
カキ のグ ルー プ イン タビ ュー  

カキ 部会 青年 部 市場 調査  
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【成果】 

１ 販売意欲の向上 

○カキ部会青年部と女性部にマーケ

ティング活動を生産や販売にフィ

ードバックさせる体制を整備しま

した。 

○青年部の活動から、品種構成の見直

しが必要であることが明確となり、

「秋王」を含めた新品種への更新が

進みました。 

○カキ女性部は、消費者にカキの品種

や産地のことについてもっと知っ

てもらわなければならない、そのために積極的な情報発信が必要である

という意識が高まりました。 

○新たな商品として小ロットのパッケージ品と加工品の 2 つを開発しまし

た。 

２ 生産条件の整備による園芸品目の生産振興 

○イチジク部会員 46 名、イチゴ部会員 2 名でパッケージセンターの利用を

開始しました。 

○2 か年で 5 か所のカキの管理不足園を解消しました。 

○遊休ハウスに 2 戸のトマト生産者が参入しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（整 備前 ）       荒 廃園 対 策      （ 整 備後 ） 

 

【これからの取り組み】 

○イチゴ生産者のパッケージセンター利用による部会出荷量の増加及び、

イチジク生産者の出荷量向上を図ります。 

○部会、農業委員会によるカキの荒廃園対策を支援します。 

 （浮羽地域プロジェクト班） 

ＪＡに じパッ ケー ジセ ンター の稼働

状況 
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２ 地域を担う女性農業者の経営管理能力向上を支援 

 

【対象の概況】 

三井地区女性農業者経営セミナー受講者 11 名 （22～25 年 延べ 52 名） 

 

【課題化の背景】 

農業経営において女性の果たす役割がさらに大きくなっている中で、農業

に関する基礎知識を身につける機会やその知識向上を望む女性が増えていま

した。 

そこで、三井地区では、女性農業者による農業に関する基礎知識の習得や

経営参画促進等を目的に、「三井地区女性農業者経営セミナー」を開催しまし

た。平成 25 年度は 4 年目の取り組みになります。 
 

【活動内容】 

  25 年度は農産物流通・経営管理・経営参画などの分野で、三井地区農業 

振興協議会と連携してセミナーを開催 

○ 農産物の最新流通・販売事情（大手青果物卸売会社による講義） 

○ 家計と農業におけるお金の使い方（税理士による講義） 

○ 農産物流通・消費の最前線 （市場、量販店を視察研修） 

○ ライフプラン活用による将来設計（若手後継者による事例紹介） 

○ 認定農業者の共同申請（普及指導センターによる講義） 

 

【成果】 

１ 経営管理能力の向上 

〇セミナーに参加された 80％の方が研修参加の前と比較して、自己の経営

管理能力がレベルアップしたと評価されました。  

２ 経営参画意欲の向上 

〇これまでのセミナーへの参加を通じて、受

講者の中から認定農業者の共同申請や家族

経営協定の締結を実施された方が１名、ま

た、さらなるレベルアップを目指して、県

域で開催される研修を受講された方が７名、

女性農村アドバイザーに２名が認定されま

した。 

３ 女性農業者同士のネットワークづくり 

〇日ごろ接する機会の少ない、異なる品目間、

世代間を越えた女性農業者の情報交換の場

となりました。 

 

【これからの取り組み】  

  今後も継続してセミナーを開催し、女性農業

者の情報交換の場を設けるとともに、女性農業

者が経営参画に関わる取り組みを支援します。  

 

           （地域振興課 地域係） 

女 性 農 業 者 同 士 で 情 報 交 換  

市 場 担 当 者 と の 意 見 交 換  
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３ 高品質麦・大豆づくりの推進 

 

【対象の概況】 

管内の麦類生産者、大豆生産者（作付面積：麦類  4,811ha 大豆 1,602ha） 

【課題化の背景】 

  現在の経営所得安定対策では、麦・大豆等の畑作物については収量、品質

に応じて交付金額が決定されるため、農家所得向上のためには、収量、品質

の向上が重要です。 

  そこで、麦・大豆については県及び地域段階で『麦・大豆生産拡大対策プ

ロジェクト』を設置し、生産拡大に向けた取り組みを行いました。  

【活動内容】 

１ 麦播種新技術の導入推進 

○「部分浅耕一工程播種」、「アップ

カットロータリーによる一工程播

種」技術の紹介、実演 

２ 大豆高収量展示ほの設置 

○地下水位制御システム「FOEAS
フ ォ ア ス

」

の展示ほを設置  

【成果】 

１ 麦播種新技術の導入推進 

個別大規模農家や集落営農法人に

おいて、作業の省力化と降雨後の適

期播種が可能となる播種新技術の導

入面積が増加しました。（ 132ha → 

157ha に増加） 

 ２ 「FOEAS
フ ォ ア ス

」による大豆の収量向上 

ほ場の乾燥が著しかった８月と９

月に「FOEAS
フ ォ ア ス

」施工田で地下灌漑を

行った結果、節数及び百粒重が増加

し、暗きょのみの区と比べ 20％以上

多収となりました。 

 

【これからの取り組み】  

麦については、生産量拡大に加え、ラ

ーメン用小麦のタンパク質含有率向上

等、品質向上に向けた栽培管理の徹底を

引き続き進めます。 

大 豆 の 安 定 生 産 に 効 果 が 高 い

「FOEAS
フ ォ ア ス

」は、現在、久留米市城島地区

のみで導入されています。今後は、未導

入地区へ実証ほの成績等を紹介しなが

ら普及を図ります。 

             （地域振興課 水田農業係） 

「FOEAS」展 示ほ（久 留米市 城島

町） 
(kg/10

a) 

 

麦 部 分 浅 耕 一 工 程 播 種 の 実 演（ 久 留 米 市 ） 
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４ 集落営農組織の法人化支援 

 

【対象の概況】 

  管内の集落営農組織（100 任意組織） 

 

【課題化の背景】 

  管内の集落営農組織については、地域の永続的な担い手育成のため、また、

経営所得安定対策や国庫の機械導入事業の要件への対応のため組織の法人化

が求められています。 

そこで、平成 25 年度も、法人化を志向している集落営農組織や具体的に法

人設立を予定している組織に対し、関係機関と一体となって重点的な支援を

行いました。 

 

【活動内容】 
１  各地区・ＪＡごとの取り組み  
○担い手連絡会議、プロジェクト会

議等  での検討    
○集落営農組織の法人化に向けた研

修会  等の実施 
２  重点組織支援  
○優先度・重要度に応じたきめ細や

かな  支援  
○農業経営アドバイザー相談会等を

活用した法人設立支援 (税理士、司
法書士が  
11組織を指導 )        
     農 業 経 営 ア ド バ イ ザ ー
事業（法人化研修会）  
                             

【成果】                       

 平成 26 年 2 月までに４農事組合法人が設立    管内 の集 落営 農法 人 数

（単 位： 組織 ）  

○平成 25 年 5 月に久留米市で（農）ファンキ

ー∞ファームと（農）下荒木営農組合が、7

月に（農）愛ファーム荒木が、また、26 年

1 月には久留米市城島町で（農）うきしま

が設立されました。 

○更に、平成 26 年前半までに、久留米市等で

1～3 

組織の法人設立が見込まれています。 

 

【これからの取り組み】  

今後も、関係機関・団体等と連携し、集落営農組織の法人化に向けて重点

組織への支援を行うと共に、法人化した組織の経営力の強化を図ります。                        

（地域振興課 水田農業係） 

市  町  名  
H24 年

度まで 

H25 年

度 

久留米市  

小郡市  

うきは市  

大刀洗町  

  11 

   3 

   4 

   0 

  4 

  0 

  0 

  0 

  計    18    4 
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５ リーフレタスの産地強化 

 

【対象の概況】 

  管内 3JA（JA くるめ、JA みい、JA にじ）リーフレタス生産者 

（構成員数 169 名、栽培面積 346ha） 

 

【課題化の背景】 

3JA 管内の生産者数は、単価の低迷により減少し続けていました。 

そこで、部会員と新規栽培者を対象に生産性の向上と雇用を導入した大規

模経営を推進しました。 

 

【活動内容】 

１ 生産性の向上 

〇現地講習会、安定出荷検討会の開催 

〇土壌の物理性・化学性調査 

〇病害虫対策 

〇新品種の検討 

２ 雇用導入・大規模農家の育成 

○機械を導入した安定出荷体系推進 

〇夏季品目の導入推進 

   ○新規栽培者への基礎講座開催 

○就農相談時から認定就農者へ誘導 

〇補助事業を活用した資本装備の充実 

〇移植機等省力機械を導入した大規模雇用型経営の推進 

 

【成果】 

１ 生産性の向上 

○ 年間共販額（ 8 月～ 7 月）が増大しました。 

H22 年 14 億 6000 万円→ H24 年 20 億 4000 万円  

○栽培面積が増加しました。 

H22 年  169 戸、 350ha → H24 年  168 戸、 375ha 

○新規生産者数が増加しました。 

3 か年で 20 名増加  

 

 ２ 雇用導入・大規模農家の育成 

○作付 4ha 又は販売額 2000 万円以上農家数が増加しました。 

H22 年 18 戸 → H25 年 25 戸 

○常雇用又は臨時雇用者数（7 か月以上）が増加しました。 

H22 年  0 戸 → H25 年 17 戸 

 

【これからの取り組み】 

新規就農者の経営確立と、施設ハウスを活用した新規複合品目の導入を支

援し、周年雇用体系の確立を目指します。   （野菜花き課 野菜第一係） 

移植 機導 入に よ る 規 模拡 大 

新規 栽培 者向 け の基 礎講 座  
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個別 相談 会の 様 子  

収穫 期の ミズ ナ の様 子  

６ 雇用型経営の推進で 10 億円のミズナ産地を育成 
 

【対象の概況】 

JA みいみずな部会 （構成員数 29 名、施設面積 26.3ha）  

【課題化の背景】 

JA みい管内は、筑後川流域の肥沃な土壌を活

かし、40 品目におよぶ葉物野菜の生産がなされ

ていました。しかし、販売額が伸び悩むように

なったことから、新たなスター品目の育成が求

められていました。そこで、JA とともに注目し

たのが、すでに関東で消費が伸びていたミズナ

でした。その将来性に目をつけ、平成 12 年から

試作を開始し、ミズナ専作経営による産地づく

りに取り組みました。 

【活動内容】 

１ 生産技術の向上  

○連作障害対策（土壌診断による施肥改善、

プラソイラーによる心土破砕、地力増進の

ため堆肥の施用指導等） 

○安定出荷対策（早見表による規模の適正判

定、日量定量出荷のための作型提案、時期

別の品種選定試験等） 

２ 雇用型経営の推進  

○部会で個別相談会を実施（安定雇用のため

に栽培規模に合った日量出荷量を評価し改

善を指導、また目標出荷量から適正な栽培

規模及び雇用数を助言）              

【成果】 

１ 生産技術の向上 

○部会発足 10 年で 10 億円を販売する大産地を

育成しました。（※福岡県はﾐｽﾞﾅ生産量全国 2 位） 

 ○一戸当たりの栽培面積・出荷量が拡大しまし

た。 

栽培面積/戸  H14 16a → H25  91a 

出 荷 量/戸  H14  3t → H25 107t 

○10a 当たり出荷量が増加しました。 

出 荷 量/10a H14  2t → H25 12t 

 ２ 雇用型経営の推進 

○雇用型経営が進み、一戸当たり平均 7 名の雇

用がなされ、現在も増加中です。 

○販売額が 1 億円前後になった生産者 4 戸が法人化しました。 

【これからの取り組み】  

雇用型経営から、さらにステップアップした法人経営を志向する経営者に

対し、経営管理能力の向上をめざし、支援の充実強化を図ります。  

（野菜花き課 野菜第一係） 
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７ キュウリにおける CO2 低濃度日中施用による増収技術の実証 

 

【対象の概況】 

JA くるめきゅうり部会（構成員数 21 名、栽培面積 7.3ha） 

 

【課題化の背景】 

冬春キュウリ栽培では、換気時間が短く開放面

積も少ないため、日中の CO2 濃度が著しく低下し

てしまい、キュウリの生産量の低下が課題となっ

ていました。 

そこで、日中に低濃度で CO2 を施用することに

よる増収効果について検討を行いました。 

 

【活動内容】 

１ CO2 低濃度日中施用展示ほの設置 

○8:00～16:00 の CO2 濃度 500ppm の確保 

○施設内環境調査（CO2 濃度，気温，湿度等） 

○生育速度調査（節数，果実数，生長点数等） 

２ 収量調査および所得試算 

○展示区/対照区 間での収量および生育比較 

○所得の試算 

 

 

【成果】 

１ 厳寒期の収量および節数増加 

○展示区の厳寒期の合計収量は、対照

区と比較して 17%増加しました（図

1）。 

○展示区の厳寒期の節数は、対照区と

比較して 31%増加しました。 

２ 年間所得の増加 

○高単価時期に増収したことによって、

年間所得は約 60 万円増加しました。 

 

 

【これからの取り組み】 

今後、適正な施用濃度や効率的な施用方法の検討を行います。 

（野菜花き課 野菜第二係） 

光合 成促 進(CO2 発生)装置 

図 1 H24 厳 寒期 の 10a あ たり 収量 
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８ 若い力で植木産地を活性化 
【対象の概況】 

  ＪＡにじコンテナ青年部（構成員数 8 名、栽培面積 16.3ha）   

【課題化の背景】 

  久留米市田主丸地域は日本三大植木産地の一つで、全国に苗木類を出荷し

ています。近年の需要変化に対応するため、これまでの地植え主体の栽培か

ら養生期間が短いポット (コンテナ )栽培へ切り替え、その生産システムを確

立しました。しかしながら、需要減及び単価低迷と担い手の高齢化等により

産地の活力が失われつつありました。  

そこで、次の産地形成の主役となる青年部を対象とした活動支援を通して、

組織育成と部員の経営管理能力向上に取り組みました。  

【活動内容】 

 １ 組織活動支援  

○月 1 回の早朝定例会を開催（巡回指導や栽培及び経営管理講習会等、年

間を通した計画的な活動支援） 

○技術的な課題解決のための生産技術比較調査や展示ほを設置 

２ 販路拡大対策 

○新たな販路拡大を実現する住宅エクステリア業者との交流活動等により、

産地 PR を支援 

○花あふれるふくおか推進協議会主催の花商との交流会参加への支援(POP

や組織ロゴマーク作成等) 

３ 経営管理能力向上 

 ○経営管理に関する講習会を開催  

○労働生産性評価システム(WAKERU 君 Ver2)を活用した労働生産性の評価  

【成果】 

１ 組織活動支援 

〇会員間の技術交流が促進され、各種

情報を共有化しました。 

〇技術改善に向けた意識が向上しま

した。 

２ 販路拡大対策 

〇都市部の住宅展示場での植栽展示が実現しました。  

〇ホームセンター等での展示販売企画が 2 件実現しました。 

３ 経営管理能力向上 

〇労働生産性評価システムの活用を 7 名で開始しました。  

〇同上システムの活用により労働管理に関する改善意識が向上しました。  

【これからの取り組み】 

  組織強化に向けた活動支援を行い、新商品開発を含めた販路拡大を支援し

ます。  

          （野菜花き課 花き係）  

庭園 設計 業者 を 招い て産 地紹 介  
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９ カキの新品種「秋王」推進の取り組み 

 

【対象の概況】 

ＪＡにじ柿部会 （構成員数 571 名、栽培面積 460ha） 

ＪＡくるめ柿部会（構成員数 94 名、栽培面積 40ha） 

 

【課題化の背景】                          

県育成品種｢秋王｣は、平成 28 年度を目途に管内

で 130ha（県域 230ha）の作付けを目指しています。 

作付を延ばすためには、｢秋王｣の特性を生産者

に理解してもらうことと栽培技術の確立が課題と

なっています。 

そこで、カキ生産者を対象に「秋王」の特性の

理解促進と結実安定のための支援を行いました。                       

【活動内容】 

１ 「秋王」の特性理解の促進と導入推進 

○部会員を対象に「秋王」の試食会を実施して食味を確認  

○｢伊豆｣生産者を対象に、改植更新事業等の説明会を行い、｢秋王｣への改

植更新を推進 

２ 結実安定対策 

○ジベレリン処理を行った園で、結実安定の効果を確認するため収穫前に

研修会を実施 

○樹齢に応じた苗木管理、せん定、整枝法方の講習会を開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

平成 25 年度の｢秋王｣の苗木注文本数は、Ｊ

Ａにじ管内：5,944 本（注文した生産者 85 名）、

ＪＡくるめ管内：2,000 本（注文した生産者

12 名）で、10a 当たり 100 本程度で定植され

ました。 

このため、｢秋王｣の作付面積の拡大が進み、

栽培面積は、ＪＡにじとＪＡくるめ合計で

12ha となりました。 

【これからの取り組み】 

  生産者が意欲的にカキ栽培に取り組めるよ

う、「秋王」の栽培技術を早急に確立します。 

           （果樹畜産課 果樹係） 

「秋 王」 の果 実  

「秋 王」 の試 食 会を 実施  収穫 前の 「秋 王 」研 修会  

「秋 王」 の作 付 面積  

 （JA に じ 、JA くる め） 
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10  

 

【対象の概況】 

ＪＡくるめなし部会  

（構成員数 19 名、栽培面積 10.7ha） 

 

 

【課題化の背景】 

ナシでは老木樹が増加し、生産性が低

下してきたため、改植更新を推進してき

ました。しかし、改植後の未収益期間や

生産者の高齢化などが問題となっていま

した。 

そこで、早期成園化や栽培管理の簡

易・省力化が見込まれるジョイント栽培の導入に取り組みました。  

 

【活動内容】 

 ジョイント栽培の導入 

○基本樹形や植栽方法、成園化までの

流れを   

記した改植指針を作成 

○苗木管理、整枝剪定法の講習会を開

催 

○県内でジョイント栽培を導入した産

地やジョイント栽培技術を開発した神奈川試験場での研修を実施 

 

 

【成果】 

 ジョイント栽培の導入 

平成 25 年度までのジョイント

栽培導入者は 6 名となりました。

栽培面積は 2.0ha となり、全栽培

面積の 20％に達しました。また、

現在の改植更新はすべてジョイン

ト栽培を導入した改植となってい

ます。 

 

 

 

【これからの取り組み】  

 主幹の切断や先端部の強化といった栽培技術を確立し、安定したナシの生

産を図ります。また、巡回時の栽培指導や県域のジョイント関係試験などの

情報提供を行いながら、普及推進を行います。  

 

（ 果樹畜産課 果樹係） 

ジョ イン ト栽 培 の接 ぎ木 部  

ジョ イン ト栽 培 着果 状況  

ジョ イン ト栽 培 面積 の推 移  
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11 飼料イネ専用品種の導入推進 

 

【対象の概況】 

飼料イネＷＣＳ利用酪農家 69 戸 

（ＷＣＳ：ホールクロップサイレージ） 

 

【課題化の背景】 

管内で飼料イネの栽培面積は 283ha と増加

しています。利用する酪農家の間では、主食

用品種の作付による低収量や刈取り適期を逃

すことによるＷＣＳの品質低下が問題となっ

ていました。 

そこで、飼料イネ専用品種の導入推進と有

効利用に取り組みました。 

 

【活動内容】 

１ 専用品種の導入推進 

○専用品種「タチアオバ」「たちすずか」の

適正栽培・収穫のための栽培暦を作成し、

栽培農家に説明 

２ 有効利用の促進 

○粗飼料としての利用の可能性が広がる、

高糖分茎葉型品種「たちすずか」「たち

あやか」を試験栽培し、当地域での出穂

時期の把握等普及定着に必要なデータを収集  

                           

                       

【成果】 

１ 専用品種の導入推進 

○ 25 年度新規に専用品種を利用した酪

農家が 

15 戸増加しました。専用品種利用酪農

家戸数 

割合は 77％となりました。 

 ２ 有効利用の促進 

○高糖分茎葉型品種「たちすずか」「た

ちあや 

か」の栽培面積が 43ha（前年比 33 倍）と大幅に増加しました。 

                                       

【これからの取り組み】  

高糖分茎葉型品種を組み入れた給与体系を確立し、生産コストの低減を図

ります。また、高糖分茎葉型品種の地域内での種子生産・供給体制の確立を

進めます。 

                       （果樹畜産課 畜産係） 

「た ちす ずか 」 展示 ほ  

「た ちす ずか 」 先進 地調 査  

専用 品種 利用 酪 農家 戸数 割合  
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12 平成 25 年の異常気象（7～9 月の高温、乾燥、多雨）が作物に

及ぼした影響と対策 

品目 要因 被害状況 被害規模・程度 実施した対策 今後の対策

高温
トビイロウンカに
よる坪枯れ

坪枯れ発生ほ場面積
429ha（※ほ場内の一
部でも坪枯れが発生
し た ほ 場 の 面 積 合
計）

・ウンカ多発注意
情報の発行２回（8
月 29日、9月13日）
・ＪＡごとの補正
防除指導

発生要因分析と、防除体
系の見直し ※田植時期
の違いや薬剤感受性の変
化、及びｾｼﾞﾛｳﾝｶの密度
等も要因と考えられる。

高温
夢つくしの玄米品
質低下

早植田を中心に、白
未熟粒が多く、１等
米比率が低い

・適期移植と適正
施肥指導
・適期収穫指導

夢つくしは 6月 10日以降
の田植を基本とする。

トマト 高温
奇形果、空洞果、
段とび

2.5ha＝5ha(10月初旬
までの収穫面積 )の
50％

― 保温

キュウリ 高温
芯葉の葉焼け、芯
止まり

一部ほ場 特になし 定植後の寒冷紗被覆

イチゴ 高温 花芽分化の遅延 全域 寒冷紗被覆
冬季の適切な管理 （保
温、電照等の管理）

高温 抽苔、発芽不良
10月中旬出荷まで
(2.8%)の約半分
(1.4%) 2.3ha/165ha

かん水チューブに
よるかん水、液肥
の散布

―

乾燥 生育遅延
10月中旬出荷まで
(2.8%)の約半分
(1.4%) 2.3ha/165ha

かん水チューブに
よるかん水、液肥
の散布

―

サラダナ 高温
夏場の出荷減、生
育不良

例年の2～3割の減
品種の試作、寒冷
紗、
Ca葉面散布

乾燥に注意し、灌水を実
施

高温 播種時期の遅延 なし 特になし ―

乾燥 発芽不良 0.5ha
再 播 種 、 か ん 水
チューブの設置

乾燥に注意し、灌水を実
施

ミズナ 高温
発芽不良、生育ム
ラ、生育不良、葉
先枯れ

影響は全体である
寒冷紗の使用、か
ん水の見直し、減
肥

乾燥に注意し、灌水を実
施

ミズナ 、コ
マツナ

乾燥 ハダニ発生
一部の生産者で発生
を確認

速報によりハウス
閉め込みにより高
温殺傷、被害拡大
防止

防除の徹底

コマツナ 高温
発芽不良、ダニ発
生

一部の生産者で発生
を確認

速報によりハウス
閉め込みにより高
温殺傷、被害拡大
防止

播種後の寒冷紗被覆
防除の徹底

ネギ 高温
葉先枯れ、生育遅
延

0.8ha（栽培面積の 1
割）

品種（夏元気の利
用）

―

水稲

リーフレタ
ス

ホウレンソ
ウ
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品目 要因 被害状況 被害規模・程度 実施した対策 今後の対策

ツバキ 高温 葉焼け
1件 (特定品種のみ発
生)

発生要因の説明 経過観察

タマリュウ 高温 立ち枯れ 問い合わせ3～4件
被害株抜き取り、
追肥

被覆資材による遮光、補
植

クチナシ
高 温多
雨

下葉の黄化・落葉 1件
発生調査、聞き取
り調査

間引き出荷による品質低
下防止

シャリ ンバ
イ

多雨 ごま色斑点病 1件 発生調査・診断
殺菌剤散布(ﾄｯﾌﾟｼﾞﾝM､ﾍﾞ
ﾝﾚｰﾄ水和)
無病苗の確保

クリス マス
ローズ

高温
根腐れによる生育
不良

1件 発生調査・診断
肥培管理の適正化、高温
時での鉢上げ作業を控え
る

ユリ類 高温
根張り不良による
切花品質低下

３戸 遮光 肥培管理の見直し

クルクマ 高温 出芽遅延 ４５ａ 遮光 肥培管理の見直し

電照ギク 高温 奇形花の発生 ５a 遮光 品種の選定、遮光

電照ギク
高温多
雨

萎縮そう生症の発
生

２戸 発生調査・診断 雨除けの設置

露地シン
テッポウユ
リ

乾燥 切花品質の低下 ２戸 発生調査・診断 かん水チューブの設置

高温
乾燥

日焼け果 全体 摘果 家庭選果の徹底

高温
乾燥

葉焼け 一部の園 防除時間の厳守 講習会で徹底する

高温
乾燥

果実肥大不良
全体（松本、富有で
顕著）

灌水、見直し摘果 灌水、適正着果

高温
乾燥

後 期 落 果 （ ８ /
下）

早秋、太秋の水田転
換園中心

灌水 樹勢の適正化、灌水

高温 着色遅延
富有で顕著10/下で14
日の遅れ

反射シートによる
着色対策

―

高温 果実の痛み 施設 ハウスの解放 換気の実施

乾燥
多雨

裂果 全体 降雨前の灌水 過乾燥防止

ブドウ
高温
乾燥

日焼け果 若木、弱勢樹 日よけ、傘かけ 樹勢の適正化

高温
乾燥

日焼け果 豊水の一部の園 灌水 ―

高温
乾燥

水浸症状 豊水の一部の園
灌水、家庭選別徹
底

―

モモ
高温
乾燥

枯死（８/下） なつっこで発生 枯死原因の調査 原因の究明と対策の確立

畜産 高温

暑熱が原因とされ
た牛の死亡 (7～
9月、廃用牛は除
く)

54頭（前年比 139%、
両筑家保調べ）

・ JA広報誌等への
暑熱対策技術情報
執筆・掲載（例年
実施）
・ 巡 回 指 導 時 に
ヒ ー ト ス ト レ ス
メーターの導入・
設置を呼びかけ
・モー・クールの
導入推進

・今夏の暑熱によ る死
亡・廃用事故多発生農家
と非農家の違いを 調査
し、要因分析を実施予定
・冬場の 2月から講習会
等で翌夏へ向けた暑熱対
策への取り組みの意識づ
けを強化

ナシ

カキ

イチジク
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13 参考資料  

（１）平成 25 年の気象 

 

 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

400 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

25

 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

25

 

・平成 25 年の平均気温は 1 月と 4 月は低かったが、2 月、3 月と 5～10 月は

平年より高く、年平均気温は 17.1℃で平年（16.3℃）より 0.8℃高かった。  

・年降水量は 2045.5mm で平年より 1 割多かった。月間降水量は 3 月、5 月、

7 月は平年より顕著に少なかったが、8 月は平年の 2.6 倍の降雨があった。  

・年間日照時間は 2135.5 時間で平年より 1 割多く、特に 5 月、7 月、8 月、9

月が多かった。  
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（２）平成 25 年度の主な展示ほ概要 

対象作物 課 題 名 市町村 結 果 の 概 要

水稲
「元気つくし」生産技術の
確立（地域に適した全量
基肥施肥の検討）

久留米市
（田主丸町）
大刀洗町

　基肥一発肥料を比較検討した。生育初期の窒素肥効を抑え穂肥
時期の肥効を高めたタイプの肥料の方が、収量が高くなった。
　本年は、初期生育が旺盛であったが、初期生育が抑制される気象
条件の年もあるため、継続して検討する。

水稲
「元気つくし」生産技術の
確立（倒伏しない栽培技
術の確立）

久留米市
　大豆後で窒素分が多いほ場での施肥を検討した。分施体系では基
肥を減量すると倒伏が軽減されたが、基肥一発肥料の施肥量減では
倒伏程度に差がなかった。

麦
「ミナミノカオリ」の高品質
省力生産のための施肥体
系の確立

久留米市
（田主丸町）

　現行の分施体系と比較し、緩効性追肥を検討した。収量は同程度
で、タンパク含有量はやや低かったものの目標値は超えており、穂揃
期追肥の省力化の可能性が確認できた。

大豆
地下水位制御システム
（フォアス）の効果に
ついて

久留米市
（城島町）

　地下水位制御システム（フォアス）を施工したほ場は、８月中旬と９
月中旬のほ場が乾燥した時期に地下灌漑を実施した。その結果、暗
渠のみ施工ほ場に比較し、大豆の収量が２割以上増加し、大粒比率
が高く、百粒重も大きく、大豆の安定生産に効果が高いことが確認で
きた。

キュウリ
キュウリにおけるＣＯ２日中

施用による増収技術の実証
久留米市

　前年度に引き続き、実施した。二酸化炭素を 灯油燃焼炭酸ガス発
生装置で発生させ、加温機ダクトを利用 しハウス内に還流させた結
果、流れ果が少なく生産量の増加が見られた。
 　現在栽培中であり、継続した調査を行う。

サラダナ
サラダナの耕盤改善によ
る白斑対策の確立

久留米市
　夏場に過湿によるMｎ過上昇が発生しており、耕盤改善し加湿改善
することで、発生を軽減することができた。
複数年にわたり、調査を継続する。

トルコ
ギキョウ

定植時期の違いによる
３月出荷に適する定植
時期の検討

久留米市
（北野町）

　10月初めに定植したトルコギキョウは、11月中旬に発蕾し、2月上旬
時点で、開花させる蕾と枝数が確保され、順調に生育している。開花
時期については、3月下旬～4月にかけて継続調査する。

ユリ

EOD-Heating処理がオリ
エンタルユリの生育や葉
焼け軽減に及ぼす効果の
実証

久留米市
（田主丸町）

　試験区（日没後14℃4時間→10℃）は慣行区（12℃一定）と比較し
て、試験区の方がやや草丈が長く、生育揃いも良い。葉焼け症状も
見られない。重油削減効果は14％であった。

カ  キ
   カキのジノテフラン剤の
樹幹塗布処理技術の確
立

うきは市
　 ジノテフラン剤の樹幹塗布処理により果実へのフジコナカイガラム
シの寄生果率は低下した。それによる軟化果実の発生のが減少し青
果率が向上した。

カ  キ
  「早秋」のジベレリン処理
による結実安定技術の確
立

うきは市
   カキ｢早秋｣に対するＧＡ200ppm処理は結実率向上に有効であっ
た。慣行作業（摘蕾）と無摘蕾ＧＡ処理による作業時間と着果量の検
討を要する。

イチジク
とよみつひめ（キバル台）
の生育特性調査

久留米市
（三潴町）

　いちじくの改植更新対策で導入したキバル台のとよみつひめは、新
植園並みの生育が見られた。着果果実の品質調査を行う必要ある。

飼料イネ
「たちあやか」の地域にお
ける栽培適性と飼料特性
の検討

久留米市

　「たちあやか」の当地域における早晩性は中生に属し、出穂期は８
月28日頃、黄熟期は9月24日頃であることを確認した。草型は茎葉型
で、「たちすずか」と同様な極短穂の形態的特徴を示した。飼料成分
分析の結果、低消化性繊維含量が少なく、「たちすずか」と近似する
飼料成分構成であった。

飼料イネ
 「たちすずか」のWCS生
産に適した窒素施用法お
よび栽植密度の検討

朝倉市
　当地域における 「たちすずか」の茎葉多収栽培には、7月下旬頃の
追肥と栽植密度の増加が籾の減少につながり、効果的であることが
確認できた。
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No

1
 複合化による花き経営の安定を目指して
  ～複合品目「クルクマ」の拡大～

花き係
河口道功

4月23日

2
 異業種コラボで緑化木をPR!
  ～JAにじコンテナ部会青年部、植木関係業者と共同イベントを開催～

花き係
金丸　隆

5月30日

3
 久留米地域イチゴ生産振興協議会「部会合同三役会議」を開催
  ～平成２４年度の反省と平成２５年度産に向けて～

野菜第二係
宇都俊介

6月7日

4
 地域農業の担い手となる２法人が設立
  ～久留米市善導寺地区、荒木地区で２法人が誕生～

水田農業係
松田美加

6月10日

5
 「伊豆」から「秋王」への改植更新を
  ～JAにじ柿部会「伊豆」生産者全員協議会を開催～

果樹係
白石隆久

6月12日

6
 「巨峰」の豊作を願って生産者大集合
  ～露地巨峰着果管理指導会を実施！～

果樹係
中河原憲治

6月13日

7
 「シャインマスカット」の部会販売成功を
  ～シャインマスカット房つくり指導会を実施～

果樹係
中河原憲治

6月13日

8
 柿の出荷目標7,000ｔを目指して
  ～ＪＡにじ柿部会夏季管理講習会を実施～

果樹係
白石隆久

6月19日

9
 消費者がスイートコーンの収穫体験に歓声
  ～ＪＡみいとエフコープの「とうもろこし道場」開催～

野菜第一係
山田恭子

6月24日

10
 田主丸４Ｈクラブ員で現地互評会を実施
  ～４Ｈクラブ員相互の経営状況について理解を深める～

果樹係
今村　豊

6月19日

11
 父の日には牛乳(ちち)を贈ろう
  ～ 毎年恒例！ 牛乳消費PR大作戦 ～

畜産係
須崎優里

6月28日

12
 販売数量540ｔ、販売額2億円を目指して産地一丸
  ～JAにじナシ部会販売取引会議を開催～

果樹係
松田和也

7月3日

13
 有利販売に向けた大玉生産を
  ～JAにじ　ナシ部会仕上げ管理講習会を開催～

果樹係
松田和也

7月3日

14
 シンテッポウユリの先進地調査を実施
  ～農振協主催で八女市の品種育成者と先進農家を訪ねる～

花き係
久松美咲

7月9日

15
 作業効率の良いナシのジョイント栽培の導入進む
  ～JAくるめ　なし部会ジョイント栽培園巡回を開催～

果樹係
松田和也

7月10日

16
 地域の農地は自分たちの手で守る
  ～久留米市荒木町で、新たに農事組合法人が誕生～

水田農業係
松田美加

7月18日

17
 かき「秋王」導入への研修会を実施
  ～JAにじ管内のかき生産者が多く参加されました～

果樹係
今村　豊

8月6日

18
 「とよみつひめ」出荷準備OK
  ～ＪＡみづまイチジク研究会　出荷目合わせ会を開催～

果樹係
中河原憲治

8月5日

19
 イチゴ若手生産者のスキルアップを目指して
  ～久留米地域「あまおう」若手生産者合同研修会を開催～

野菜第二係
宇都俊介

8月30日

20
 次世代に繋ぐ緑化木の産地作りに向けて
  ～JAにじコンテナ部会総会で青年部活動報告～

花き係
金丸　隆

8月30日

21
 農業経営管理能力のスキルアップをめざして
  ～女性農業者経営セミナーを開催～

地域係
北島敬也

9月6日

22
 ブドウ・ナシの高品質生産に向けて
  ～ＪＡにじブドウ部会・ナシ部会品評会を開催～

果樹係
松下竜一

9月27日

23
 久留米地域の農業推進を目指して
  ～久留米地区農政懇話会を開催～

地域係
井ノ口勝也

10月22日

24
 リーフレタスの産地拡大をめざして
  ～新規就農者基礎講座を開催～

野菜第二係
徳永成生

11月5日

25
 直面する状況を打破するために
  ～三井地区農業振興大会を開催～

地域係
北島敬也

10月31日

26
 みいの水田から　　おいしいラー麦ラーメンをつくろう
  ～「ラー麦」の品質向上をめざした栽培研修会を開催～

水田農業係
村上英子

11月5日

27
 花でつくる虹の架け橋
  ～レインボーフラワー出荷本格化～

花き係
河口道功

11月6日

28
 花でつながれ  産地の輪
  ～三地区合同で農業振興協議会花き関係部会検討会を開催～

花き係
久松美咲

11月8日

29
 牛乳のことをもっと知ってもらおう
  ～ ＪＡみい農業まつりで酪農家自らが牛乳ＰＲ活動を実施 ～

畜産係
須崎優里

11月13日

30
 紫外線除去フイルムの効果を確認
  ～被覆後、年数が経過ࡂ鄠 紫外線除去フイルム女理会地調！～
野菜第二係
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No

34
 先進的農業経営の実現と波及を目指して
  ～平成２５年度久留米地区指導農業士研修交流会を開催～

野菜花き課
増永哲也

11月29日

35
 北部九州のパセリ産地の連携を目指して
  ～第２回パセリ九州産地連絡協議会を開催～

野菜第一係
永尾宏臣

12月6日

36
 12名の青年農業者が日頃の活動成果を発表
  ～久留米地域青年農業者会議を開催～

地域係
江藤博文

12月6日

37
 鉢花の女王「シクラメン」出荷最盛期
  ～酷暑だった今年も品質はピカイチ！久留米のシクラメン～

花き係
久松美咲

12月11日

38
 期待の飼料イネ「たちすずか」給与開始
  ～従来品種の課題を克服する期待の新品種～

畜産係
池田元彦

12月16日

39
 先進法人組織に学ぶ
  ～久留米市集落営農法人組織研修会を開催～

水田農業係
柴田義弘

12月17日

40
 消費者から信頼される野菜産地づくりをめざして
  ～JAみい周年野菜部会販売検討会を開催～

野菜第一係
坂井佑輔

12月16日

41
 ラナンキュラスは春先まで美しく彩ります
  ～ＪＡみいのラナンキュラスの出荷始まる～

花き係
波多江裕子

12月18日

42
 売れる植木を見つけよう
  ～JAにじコンテナ部会青年部、都市近郊住宅地等で需要調査を実施～

花き係
金丸　隆

12月24日

43
 若い力で情報発信!久留米の植木
  ～JAにじコンテナ部会青年部、需要拡大に向けた産地PR～

花き係
金丸　隆

12月24日

44
 飼料イネＷＣＳの生産・利用拡大へ向けて
  ～朝倉地域担い手・産地育成協議会畜産部会、先進地視察研修会を開催～

畜産係
中島啓介

12月27日

45
 日本人の心「輪ギク」 年末用出荷終了
  ～最大の需要期を、最高の品質で終えました～

花き係
久松美咲

12月28日

46
 高品質のビール大麦生産をめざして
  ～「はるみやび」の品質向上をめざした視察研修会を開催～

水田農業係
村上英子

1月20日

47
 「秋王」の早期成園化を目指して
  ～JAにじ柿部会「秋王」苗木の栽培管理指導会を開催～

果樹係
中河原憲治

2月5日

48
 県育成香りツバキ「耳納の香」デビュー
　～第66回　春のつばき会で一般公開～

花き係
金丸　隆

3月5日

49
 雇用型経営の推進を目指して
　～久留米市農協雇用経営推進プロジェクト視察～

地域係
田尻輝彦

3月7日

50
 求められる切り花づくりを目指して
  ～JAみい切り花共販販売会議を開催～

花き係
波多江裕子

3月6日

51
 地域農業の発展をめざして
　～久留米地区で普及事業推進会議を開催～

野菜花き課
増永哲也

3月6日

52
 地域農業の発展をめざして
　～三井地区で普及事業推進会議を開催～

地域振興課
龍眞佐子

3月10日

53
 地域農業の発展をめざして
　～浮羽地域（久留米市田主丸町、うきは市）で普及事業推進会議を開催～

果樹畜産課
平川信之

3月11日

54
 牛が喜ぶ草づくりを
　～甘木朝倉地区乳用牛群改良検定組合がサイレージ共励会・研修会を開催～

畜産係
中島啓介

3月11日

55
 カキ農家の経営安定をめざして
　～カキせん定枝を使ってキノコ栽培を開始～

果樹畜産課
平川信之

3月17日

56
 歴史ある集落営農組織がさらなる発展へ！
　～「農事組合法人うきしま」設立～

水田農業係
岡部理紗

3月10日

57
 高い技術力と集落の和で栄えある受賞
　～下田芦塚営農組合が麦作共励会で全国農業協同組合中央会長賞を受賞～

水田農業係
岡部理紗

3月11日

58
 宮の陣地区の農業を発展させよう
　～農事組合法人宮の陣設立～

水田農業係
松田美加

3月12日

59
 将来の食育の担い手に聞く
　～JAにじ柿部会女性部グループインタビューを実施～

地域係
浜崎康彦

3月10日

60
 切り花の品質も大事！PRも大事！
 ～JAにじ花部会販促活動中～

花き係
河口道功

3月12日

61
 ホウレンソウ機械化一貫体系確立に向けて
　～集落営農組織によるホウレンソウ出荷終了～

野菜第一係
菅根真一郎

3月17日

62
 集落営農組織法人化の強い味方
　～農業経営アドバイザー事業で研修会を開催～

水田農業係
柴田義弘

3月18日

63
 ミズナ販売額10億円達成
　～JAみいミズナ部会総会が開催されました～

野菜第一係
高山賢治

3月20日

64
 若手酪農家の経営力アップを目指して
　～酪農青年部経営研修会開催～

畜産係
主税裕樹

3月20日

65
 良質トマトの生産を目指して
　～現地互評会でマルハナバチの効果的な利用～

野菜第二係
渋田武治

3月20日

66
 美味しいお米の安定供給を目指して
　～JAみいで「元気つくし」栽培研修会を開催～

水田農業係
伊藤康博

3月28日
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（４）普及指導センターの活動体制 

 

センター長  
末永 広樹 

 

  
参事 志岐 秀雄 

  

 

   

地域振興課長 

龍 眞佐子 
 

野菜花き課長  

増永 哲也 

（６次産業化・ 

通信販売）  

 

果樹畜産

課長 

平川 信之 

（鳥獣害対策）  

   

        

地域係長 

田尻 輝彦 
 
水田農業係長 

柴田 義弘 
 
野菜第一係長 

高山 賢治 
 
野菜第二係長 

渋田 武治 
 
花き係長 

金丸 隆 
 
果樹係長 

中河原憲治  
 
畜産係長 

中島  啓介  

        

地 域  

濵﨑 康彦 

井ノ口勝也 

北島 敬也 

江藤 博文 

大野 恵子 

 

（男女共同参画） 

事 務  

安達 幸子 

 

 水田農業  

伊藤 康博 

今園 貴昭 

村上 英子 

松田 美加 

岡部 理紗 

 

（農業機械） 

 野 菜  

菅根真一郎  

永尾 宏臣 

山田 恭子 

坂井 佑輔 

 

 

（農薬） 

 野 菜  

徳永 成生 

島田 和子 

宇都 俊介 

永松 志朗 

 

 

（病害虫） 

 花 き  

河口道功 

波多江裕子  

久松美咲 

 

 

 

（知的財産）  

（試験研究）  

 果 樹  

松田和也 

白石隆久 

今村  豊 

松下竜一 

 

 

（土壌肥料）  

 畜 産  

池田元彦 

主税裕樹 

須崎優里 

 

 

 

（環境保全）  

 注：（ ）は、所の窓口業務  
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